
 専務職員交流記録

    2004年 度 第 四 回 韓 国 言 語 文 化 研 修 に 参 加 し て

            丹生山 芳子 

 信州大学 と韓国カ トリック大学は、2001年10Aに 交流協定を結んでか ら現在

まで教員の学術交流、交換留学生の派遣、受入れ及び教員 と学生 による言語文化

研修 が行 われ てきた。 しか しながら事務職員 の交流実績はな く、今回初めて事務

職員 も参加 させていただき、交流を行 うことになった。

 韓 国カ トリック大学の国際交流処のスタッフは、国際交流処長様以下3名 で組

織 されている。国際交流処 の主たる業務は、信州大学を例 とすれば、研究協力課、

留学生課 、人文学部学務係 の業務の うち、国際交流に関係する部分 をすべて行っ

ている と考 えられ る。海外か らカ トリック大学へ受 け入れ る者のプログラムや海

外へ派遣す る者 のプログラムについては、すべて国際交流処で行 っている。今回

我々が参加 した韓国言語文化研修 も国際交流処が担 当してい る。 そのため、国際

交流処のKwon課 長様が大学内及び ソウル市内の案内をして くだ さった。私が見

学 させていただいた大学内の施設で特に目を引いた場所は、図書館 の24時 間使用

できる学習室やパ ソコン室及び公務員等 を目指す成績 優秀者専用 の部屋である。

学生寮は4人 部屋 で、部屋の両側 には二段ベ ッドがあ り、その両側 に個人の机 と

収納棚が設置 されていたが、建物の天井が高いので狭苦 しい感 じは しない。大学

の敷地内にコンサー トホール と教会 もあ り、環境的にたいへん恵 まれていると感

じた。

 カ トリック大学の留学生は30名 位で、一般の留学生についての事務 を担当する

部署はない。海外か らカ トリック大学へ受け入れ る者のプaグ ラムである交換留

学生は、国際交流処が担当 し、現在受け入れている交換留学生は10名 であ り、日

本人8名 、中国人2名 となっている。交換留学生の履修指導も国際交流処で行い、

最初は韓国語 と韓国文化を学ばせるそ うだ。Kwon課 長様のお取 り計 らいで、直

接交換留学生の受入れ と派遣を担当 している職員の方 とお話 させていただ くこと

ができた。国際交流処の職員の方は、語学力があ り国際交流のプ ロとしての誇 り

を持ってお られ、また、 日本語 を習い始めた方 もい らっ しゃった。

1信 州大学人文学部学務係主任。
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 今回の研修には、「韓国民俗村」で各地方の伝統的家屋、工芸、食べ物及び結婚

式等を見学体験できる企画があった。国際交流処のKwon課 長様に案内 していただ

いた ソウル市内では、世界文化遺産の昌徳宮、伝統工芸品が並ぶ仁寺洞等を見学

し、韓国の歴史 と文化の一端 に触れ ることができた。

 「韓国のカ トリック大学」は今まで一つの大学名に しかすぎなかったが、今回

の研修 により実体化 し、今後交換留学生 としての派遣を希望する学生さんに、カ

トリック大学について説明す ることができる。送 り出 した学生 さんが修学上のこ

とで何か困ったことがあれば国際交流処の職員の方が親切に相談に乗っていただ

ける上、2名 の 日本人の先生がい らっしゃるので とても心強 く感 じられることと

思 う。 カ トリック大学の先生方は 日本への留学経験がおあ りで、 日本人 と日本文

化 に熟知 してお られ、 日本人学生のよき理解者 になって くだ さるであろ う。そし

て、カ トリック大学の学生 さんは、きっと良い友達 になって くれ ることだろう。

そんなこ とからして安心 して学生 を送 り出す ことができるのだ。

 今回の研修には、人文学部学務係 の留学生関係 業務の担 当であったため、参加

させていただくことができたが、国際交流担 当と言 えるほどの語学力がな く、語

学力 を身 につける必要性 を痛感 した。カ トリック大学の 日本語 日本文化学科 との

交流であったため、 日本語のみでコミュニケーションをとることができたが、国

際交流処の職員 の方々との交流は、カ トリック大学の学生さんの通訳で行われた。

語学力があったな らも う少 し込み入った話題 も話すことができたのではないか と

思 うととて も残念である。また、交換留学生であったカ トリック大学の学生 さん

には案内や通訳を引き受けていただき、卒業 した学生 さんもわざわざ私たちのた

めに集まって くださった。彼 らとは信州大学在学中は、話をす る機会が少なかっ

たので、 とてもうれ しく感激 した。学生関係業務 を担当する者 として、学生 さん

とのふれあいをもっと大切 に していきたい と思った。

 最後に、今回の研修に参加 した両大学の学生 さんには、お互いの国の文化 を学

び、理解 と親睦を深め、両国の友好の掛け橋 として御活躍 され ることを祈念 しま

す。 そ して、大成功をお さめた今回の研修の企画、運営、実行に携 われたカ トリ

ック大学の皆様に感謝の気持ちをお伝 えす るとともにお礼を申し上げます。今回

の研修に より得た貴重 な体験及び知識 を今後の職務に活か してい きたい と思って

お ります。研修に参加 させていただきあ りが とうございました。
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